自分 は 現代の 作家の 中で、 一番 志 賀氏を 尊敬して い 

る。 尊敬して いるば かりで なく、 氏の 作品が、 一番 好 

きで ある。 自分の 信念の 通りに 言えば、 志 賀氏は 現在 

の 日本の 文壇で は、 最も 傑出した 作家の 一 人 だと 思つ 

ている。 

自分 は、 「白樺」 の 創刊 時代から 志賀 氏の 作品 を 愛し 

ていた。 それから 六、 七 年になる。 その 間に 自分 はか 

つて 愛読して いた 他の 多くの 作家 (日本と 外国と を 合 

せて) に、 幻滅 を 感じた リ 愛想 を 尽かした りした。 が、 

志賀 氏の 作品に 対する 自分の 心 持 だけ は 変って いない。 

これから も 変るまい と 思う。 



わ ゆる リアリズムの 作家に こうした 洗練され た 立派な 

表現が あるだろう か。 志賀 氏の リアリズムが、 氏 独特 

の ものである という 事 は、 こうした 点からで も 言い 得 

ると 思う。 氏 は、 この 数 行に おいて、 多く を 描いて い 

ない。 しかも、 この 数 行に おいて、 淋しい 湖畔に おけ 

る 夫婦 者の 静寂な 生活が、 她 何にも 潑剌 として 描き出 

されて いる。 何とい う 簡潔な 力強い 表現であろう。 こ 

うした 立派な 表現 は、 氏の 作品 を 探せば 何処に でも あ 

るが、 もう 一 つ 「城の 崎に て」 から 例 を 引いて 見よう- 

「自分 は 別にい もり を 狙はなかった。 ねらっても 迚 

も 当らない 程、 ねらって 投げる 事の 下手な 自分 は そ 



着く もの は 正義に 対する 愛 (Love of justice) ではな 

いかと 思う。 義 しさで ある。 人間的な 「義 しさ」 であ 

いちじる 

る。 「大津 順吉」 や 「和解」 の 場合に は それが 最も 著 

しいと 思う。 「和解」 は 或る 意味に おいて 「義 しさ」 を 

愛する 事と、 子と しての 愛との 恐るべき 争闘と その 融 

合で ある。 が、 「和解」 を 除いた 他の 作品の 場合に も、 

人間的な 義 しさ を 愛する 心が、 随所に 現われて いるよ 

うに 思われる。 

が 、 前に 言 つ た 人道主義 的な 温 味が あると いうの も、 

今 言った 「義 しさ」 に対する 愛が あると いう 事 ももつ 

と 端的に 言えば、 志賀 氏の 作品の 背後に は、 志賀 氏の 



賀 氏の ものより 拙い もの は 沢山 あるよう に 思う。 日本 

の 文壇 は 外国の 物 だと 無条件で い い 物と している が、 

そんな 馬鹿な 話 はない と 思う。 志賀 氏の 短篇な ど は 、 

充分 世界的な レヴェ ル まで 行つ ている と 思う。 志賀氏 

の 作品から 受 くる くら い の 感銘 は、 そう 横文字の 作家 

からで も 容易に は 得られな いように 自分 は 思う。 短篇 

の 中で も 「老人」 は 原稿紙なら 七 八 枚の ものら しいが、 

実にい い。 説明ば かりだが 実にい い (説明 は ダメ飽 く 

まで 描写で 行かねば ならぬな どと 言う 人 は 一 度 是非 読 

む 必要が ある)。 「出来事」 もい い。 何でもない 事 を 描 

いている の だが いい。 「清 兵衛と 瓢簞」 もい いと 思う。 



志賀 氏の 作品の 中で は 「赤 西蠣 太」 とか 「正義 派」 

などが 少し 落ち はしない かと 思う。 

色々 まだ 言いたい 事が あるが、 ここで 止めて おこう _ 

ともかく、 自分の 同時代の 人と して 志賀 氏が いると い 

よろこ 

う 事 は、 如何にも 頼もしく かつ 欣ば しい 事 だと 自分 

は 思う。 

最後に ちょ つと 言つ てお くが、 自分 はこの 文章 を、 

志賀 氏の 作品に 対する 敬愛の 意 を 表する ためにの み 書 

いたので ある。 

二 九 一 八 年 十 一 月) 
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